
、

、ーも、

DC直接ー間接〉 学習による幼児の行動:のfJ11-t

相違!こ関する研覚
、、

;.， {l. 

yaf 一幼児の攻撃性(その 2)，'， ，、

) I 

I 目 的 灯、

幼児の攻撃性に関じて，モデリ γ Y理論による(直接

一間接〉学習の影響がどの様な行動変容をもたらすかに

っしょ元研究をすすめてい挙が，とめ内主活場面，実験場

面及びずベラザ件準1を地込と'，i:.た攻撃持動の性差につ

いて，日本総合愛肯研究所記要〈以下紀要と略〉第四楽

に記載した。今回はさらに，直語学習，間接学習 (VT

Rの内容や，代理的強化の有無〉など，実験条件差によ

る符動のちがし、を明らかにする事を主眼として誹免通行

った。文，テ νピ番組にみられる抜撃性に関じて，、幼児

をとりまく環境が，このII年どう変ってき.;t.か，前回と

同.，じ持式七割奪、伊の宇，ーモ台結界事附じておきたい。

E 論['¥)点。1~ 1 f :山 ?

幼児がテレビをみて，攻型車性がどう変わるかどいう事

態を考え丈み:るは，ますどの様な内容の映像をみるのか

ということ，次にそこは出てく o攻撃性が，閤りからど

雪評価され(τ以るのか f代理的強化〉によiって，テレピ

をみる容に土色影響はちがっててると考えち打る。文，

T..~時過J比2の「輔学習の対i均七、自分ゐ行動そ
れ自体に評価がなされ〈直接強化〉じ学習していく直接

学習の効果も見のがせない。

ぞとで，直象学習と同接学習ぷ差及び代理強化の有無

に闘すきるこ苛1ぎをの実験結果陀ういていそっかふれて、み

る。 己でメ内

b まず，ーテνぜとドう視覚球体で弘主く，雷諸に関する

聴覚による学習を例にとってみたい。 F.H.Kanferと，

研究第5部、メ勺網. ，.，!I!軍 司武 博、

、以石'. ，>)11 .、英'夫

川、望'月武子
<i 巳 1 住 ι い E音....f者 i 子、

p 円._) I V も 、

~ 、二メLι 尾 } 、 あ き 子 } 、

;叶 ι.萩〆ltJ 原二渓 し鋭、
愛育幼、、稚、園

A田R.Marston毒事 (19()3H:i.言語学習を通して実験条

件差をみJ:'~;とじたJE話場会被験者に;ィ半フォ_J
をつけさせ，聴覚のみからの学習条件をつくっている。

代金約強化と'件い722， 何 軒 沖η部屋川ぎ
こえてくる他者円反応、若き可という司~:文直接強化;とし

て，被験者の反応に対する突験者側からの強化と、いき形

告とづている。その議果この言語学習民主ぷてら(I>

代理的強化を受けた群は，受けない群正り岩意i主主主脅成
績が:ょ}ピった。 (2)醤接強化を受け発群詠¥，:受秒近ぶ群正

当挙事閥均:よくなれとはみし、元是非主持，'_-:)~鮎
し't;i;、迫。攻撃性を対象と Lて契験条件差u たものに

J， C. Masters & R. J. Marr1s (1971)の直義強化ら方

法を変えてみたものがある。彼は強化学、件を，イ1そ模停

行動が起きればすぐに強化する群，ロ〉模倣する前に強

化する群，ハ〉強化するものが人ではなぐ機械的な(討の

である群Jと=う模倣、vcも何ち強化が与えられなめ群の

4つに分けJこれらの強化条件を経験した後の攻撃行動

を伝性差からみている。毛れによると，模倣の反t応数

は;男児が女児より多いが. 4~の条件に\l:る差志みる

と;勇児ほ， ロ)1.)エ〉ハ〉め順で反応数がき長て:戸女

児は，イ〉ハ〉ロ〉 ι〉の順で反応数が多ト。だだミコめ

条件差は，男児では有意なものではないが，女児α目立有

君主な差がみられ，特に条件イ〉の模倣行動の後すぐの

直接強化の効果は他の群に比べると非常民商品百たlお報

告している。しかし以上の様な. F. H. Kanfel'等の代

理的強化的有効性， 文 J.C.' Masters等の性差止で暗

直接強化の有効性に対して，小橋川懇に19(8)¥は?を:7:ノレ

の反応の観察の効果を強調している必彼は山色め概念識
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別課題の学習が，モデルの反応の観察の有無や，代理的

強化の有無といった突験条件の差果によっτちが乃ごてぐ J

るかどうかをみた。その結果ωモデルの]買がを観察した'

群が学習を促進した。削観察学習が成立するには代理的

強化は盤要ではない，という事がわかったとしている。

同じ様に攻撃性においても観察が重要であると主摂した l

のが. Harrell (1973)である。彼は，代理的強化や直

接強化など与えられなくても，単にそデノレの攻撃的行動

を観察しただけで，模倣的攻撃行動が増大すると述べて

いる。以上述べた様に実験条件差による効果について，

まだはっきりとした結論は出ていないのが現状である。

そこで我々は F.H. Kanfer等が主張する様に，代理的

強化が直接強化より有効であるのか，文.]. C. Masters 

等が主張する様に，直接強化に有効性があるー特に女児

についてーのか，さらに，小橋川や Harrell等が主張す

る様に，代理的強化よりそデルの反応を観察する方が重

要であるのか，などを明らかにする為，次の4つの視点

から研究を進めることにした。

L 攻撃性において，代理的強化と直接強化は呉った効

果を示すだろうか。

2. 攻撃性を内容としたVTRをみる方が，攻摩性を内

容としないVTRをみる方より，行動変容を起こすだ

ろうか。
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(1) 実験計画

以土の視点在明らかtこする為，次の3つの条件をつく

り"その組合せで6つの突験グループ (A....，F)をつく

.":?_t:.o~' モl-:t:各グループとも，視点 3 をみるため男女に

分けゎ各首名官マ被験者を配置した(詮〉。なお被験者は

A幼稚園5::?，，6歳児(72名).実験は1677年と1978年の2 f 

年にわた.，，:e符みた。，<第 l表参照〉

3 つ白~件川

1. 号う問所刺激，CSni)としてのVTRの映像の内容を，

(イ)攻聖書的場面を含むもの，同攻撃的場面を含まないも

のにわ吋るが

2. VTR中のそデルが行おう攻撃的行動に対ιて. (1) 

賞賛がなされたもの，加)なされないもの一代理的強化

の有無ーにわける。

3. 被験者自身の攻撃的行動に対して(イ}賞賛がなされた

も印刷なされないものr寵接強化の有無ーにわける。

弓当主
B I 0 I 0 I x I 6 I 6 I 

亡二ζ二区日 o1 6工E
D 10 ，三J_こ1._6_L~1

トート÷汁県色
VTR 
AG (攻撃性〉

0攻聖書的場面あり ×攻接的場面な L
VR (代理的強化〉

0正の代理的強化あり ×正の代理的強化なL
DR (直接強化〉

OiEの直接強化あり ×正の直接強化なし

〈註〉被験者はラ Yダムに配置したので，突験後子ルー

プ聞に差がないかどうか，被験者の攻撃性のオベラ γ ト

水準【突験1)を測度<反応数>く強度率><種類>に

よってはかった上. F検定で調べたところ以下の様にな

った。

第2義

組，~度一一く反応数>

m 

〈註) 1 S S 1祖f1 ，'Ms 

級問 15脱叫 5'1 1126.451'2制

級内 115日1日1山 11 3ωo 1肌 7九11 

全体 12附 551

SS Idfl Ms 1 F， 
級問|制問 15 1側 0511拙

級内 19ω651 30 1制 ω|

|全体 112480ω|

1 S S 1 df 1 M~ 1 F， 
級岡 11捌判 51 ，381判 0.797

級内|い3町1臼5閉路叫16“6 1 哨 7符51

全体|蜘5叫 1 1 

全体
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制実験方法 } ♂、 子、~ぷ

方法の詳細は紀要第13集，(P.125-127つに記被され

ているので参照されたい。概括すると攻撃性はp 道具的i

攻撃による，直接，身体的行動をみる~立場をと 0， (突

験1)において，被験児の攻般住に対するオペラ巧ト水

準をほかる為遊般室に〈4:fjJ両被験!患を置き，その問の

攻磐性を観察七づた。なお測度はく反応数>く強度率:耳

打<種類>の当っとしたfF正巳告:児はVTR室に移り，

1・デオテーゲを3分間観察する。ビデオテープは男児日

ついては男児の攻撃的場面を含む仇女児につ川は:

女児の攻態的場面を含むもの，さらにそれぞれVR(代

逗的強化)i合7むもの正倉まないも}のの4魁及びヨ M

lトロールの為に全く攻撃的場面を含まないものの計 5，
種円分けられ，各児は1，~~:-プ別にいずれか1;伊が示さ

れも。ビデオテープ観察後:，"(実験.Jllとして。(実験工〕

主同じ設定場面での攻謀説:をチ品ツタずる為"各児は遊

戯室で4分間過し，観察IJ{行なわれる。この〔実験Jl)

il)場面では叱 DR(直接強化3あり群とな L群に分けら

れる。一 一-
1.(; .{J 

叫質問紙による調査

吋幼児の母親に対L 日常生活における幼児の攻躯祥動

叩度合い，それに対する母親の態度及びテレピ番組に関

する調査を行った。なら質問内容:や採点法の詳細に今

い宅は，紀贋第13集 (P.12のを参照されたし~o-. .-
j ハ 日:

Rzおく、果 iι 川 1 γf 

i)iゆf実験縛果 γ¥.:、己

①〔突験IJの結果は第3表 (144-145P)に，また，

今 〔実験引の結果は的表 (145S:_147 P)に示じた逓

i)!りであるJ J 町 ; 

②次に〔実験1)と..， (実験Jl)の結果から実験条供

fちま苦行動禁容のちがいを明ら方、時しようとした。なお

主の変化をj与る除く反応数><種類〉についてはじ実

験宜〕と〔実験工〕の差を求め，<~強度率>についてはj
d実験Jl)と〔実験 IJ円比の値を，以下の様に段階づ

1. .. I .._.. I I 一寸ー 1一吋て，相時点とした。一 ーョ : 
~[ 1全体11625.11:::1 1 i 1 ，c 1 υ 

¥GOt) s s品偏差平方和 .:df...自由民: Ms・4平劫平 ド害干の値 r，):(:…一一iょ 3 

:方， F04・不偏分散比 一一 一一 I .l終l
;;.i ↑イ勺 ， 0 0.5' 1 . 1;5 2U 弓∞

i (*・0.05;ホ*・0.01) 1.. I I 1" I I 
i と リ ド段鰭値 o 1 2" 3 4 
;以上め結果から，男児の<強度率>のみを除いて， (A 十回男照時

トF) グループ問には差がなく，被験者が適正に配置空~.._.この E実験 Iから突験 E人の変ィb は第5表に似叫
:れた事がわかった。 I49P)示じた。-¥

. -_ ..  ̂ 千 円一 :一‘ ;口!

測度一一<強度率>

m 

1 .55 1 ctf I~S l__!， 
級問 1.0ω1;; 5 1 0.192 1 2.53 

級内| 2.29 1 30 1穴0.0761 

全体|

1 55 1 df 1 Ms 1 'Fo 1 

級 間 | 0.03 1 5 1州 61 0>15 

級内 1 0ぉ 130 1ωω| 

全体 1ω1--.1 
、1

|ss!?flJEts |F 
(".1 u": I 

級問、1，、 0紙 1，51 ，0.09 rl:5~ 
級 内 | 3.89.1ω1 ' 0脚|ぱ O

全 体 | 1 ， .. 1 t 1 ，、'、).\~

f 

体

、

全

測度一一<種類>

m 

1 55 1 df L Ms 
級関 148.34 1 5 1 ' 9:66 1山 6

級内L198.66.130， 1 "6.621 

金利一山ザ 1......1 
，. ，、 、ー・'" 、、

‘ 

〈 一1，.55 Jdfl ，_~s I.F?I 

級問I66.24 1 5 I .!.3.25 1 .1.72 

級内 1231.65 I 30 L ，，/.72 1 " . 

全体 1297.89 1 

I df I Ms 

級間 1-94.09 I 5 I :18.81 I 2.338 

級内|肌02I 66 I、8叩 1)' 

八 l

t全体
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第 3衰 〔実験工〕

時
国王司 全 体

数 |強度率| 数 l強度率|種類 数 |強度率|種類

9 1 ' ， 0 1 " 5 I 47 1 0.23 1 

44 1 0.52 '1 1I i o 1， 0 1 

40 1 0.8 1、 9 1 2 

A 72 1 ' O.Ol 1 9 

54 1 • 0.11 1 4 

23 1 '. 0.26 1 3 

6 1 12 1 12 

M 1 i問| 5 1 33.67 1 4，33 1 26.75 1 0.19 1 4.67 

~I 1"7.95 1 4.12 l' 26.0.6 1 0.1I 1 3_.~J 23.421 3.，7 

12 

0.51 。
B 0.06 

4 

0.17 2 

6 12 

M 1 44.83 1 0.31 6.5 1 ，'， 21. 83 1 -oω1." 5.33 I 33，33 l' 0.2 1 5.92 

0.67 1.89 '116.16 1 4.07 1 17.03 1， .0.27 1 3.23 

0.68 。
16 3 

12 3 I 

C 24 4 

2 

15 5 

6 12 

2.83 1 24.17 1 

998| M |  7.93 1.57 1 15.27 1 2.46 

3 

一 日68:I 0.47 I • 5 I 1 

5 2 

D 4 2 
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[ .u441 ;::. .0;:2 1 "乙 51 li. 1 1 ::. ;::0 1 ;ソ"1 
I I~ι49 | い':，リJ仏川M1一 1 : 、3 I :' じ占必5包2 1 i わ0札ω-

N 1 6 1 6 1 :; 6 1 :'.: .，. 6 1、 61υ6 1 ;'， ."12 1 ':. 12 1 
M 1 4ω1 0.21 1 、5.331 ，; 16.5 1 万川 I.: 2.5 1 ;31，67 I日山|

1 S. D 1 13.771 019 1 (i 2.21 1 ;j2o 1 " 0041，1.71 1:2292 r .:. 01'l_1 
76 1 007 1. 2! ' 0 1 . 0 1υ 
1311 01. 41:24 1 : 0.16 1 
30 1 0.17 1 " . 6 1.; 10 1， 0 1;， 3 

" 61 1 ，， !O.~21" 7 r;， 0 1 " . 0 1 ; 
"，:.1，:19 I ，:005 1 ，..; 3 1 、o1パ

ii': 勺49|L~;O55 1 p， 5 1山 U251そ凶 ;".; 4 J f:'S.:{ 

N 1 6 1 6 1: 6 1 ，. 6 1: 6 1， 6 1 '." 12 1 :" .12 1 
M_I 61 1 014 1 " 4.5 1 ' 9.8 1 : 007 I ， 167 1.:3S;;42J : 0.11 1 3.08 
s.DI365o 1 0.19 11. 71 1μ10.，96|川 0.1I " 1701ι37'.，16 1 i) 0.16_1 

67 1 0.26 1'， 4 1 'i io r.. 0 1.' 3t  
45 1 -0 1 : 5 T' 19 1、0.26
4 1 0 1. 1 1 '.' '.. 0 1、

ぉ|と，0041;; 31" 5 1.， 0 
" ..;17 1 '，，， ふo1;'1: 2 1 .:υ! 0 T ，:::，.，:，0 つ 0

1 i.:6~ 1日0071 ，:;.1 4 1 ::::.(¥ 0 1 i?， tO 
NI 61 61: 61; 61け 61:: 6 1 ':. .，，12 1 : ，. 12 1 
MI36.33 1 0.06 1 :: 3.I'7 1 (l 567 r ' 004 I '.' 167 1 :;. .:.211 ，， 0.051 
s.DI22.821 0091.'1.341じ6.991...01o 1 : 189 1 :..，228 1 .，0.1_1 

! (註 N ・対象幼児数. M.ー平均. S.D‘E 目標準備盤以下同じ) 円 、(i

第 4表 c実験宜〕 ピ ( I ! f . ~:. { 
"一 ‘ a a 哩ー‘一一司炉ー晶 d』・- ・ a 晶 a 晶 FE， ー 凶一、一一 回，

全 体

:
:持 m ィ、 f 、J

ピム数 |強度率|種額 :数 |強度率|種類 戸数 ー|強度率|&類
.)014 1 : o・5J二二一6ltG711?川5.1;: 7 

78 1 097 ぐ j|(F勿1.'.....01;t  i!心

14 1 0 1、 号 1i弓61三円1.1:..7 
。1 01'.01" 30.1"'0.11" 

N 1 。6||o6|1、l 一o6|I二-35611¥ql76| 16  1ι12 1..:' 1仁|竺 l
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JS Mい7.83 I 
。ぉ| 2.83 1 5叩| 17 / 36.25 / ~I 

S.D/ 27.6 / 0.37 / -. 2.79 / 28.81 1 19 1 33.69 / 2.77 

10 

35 L . 0.11..1 ぉ/ 0 / 7 

57 1 .... 4 / 

4 

4 

4 

12 

M 1 45.67 1 7 1 -1問 | 4.83 / 30.50 / 0.20 / 5.92 

S.D/ 22.31 / 9.05 I 0.06 / sω1 2ω/  0.26 / 2.75 

4 /. 0 / 4 

日 |ω81 ; 4 1 9 1 0 1 2 

36 / 0，75 1 68 1 0.19 1 5 

c 1 

3 

12 / ". 12 / 12 

M 1 43.83 1 6.17 / 18.67 / •• 0.03 / 3.17 1 31.25 / 0.23 1 4.67 

s.DI 17.31 / 2.17 1 22.81 1 0.08 1 1.34 1 23:84 1 "" 0.3 / 2.36 

54 1 0.01 1 2 / 

2 

3 

D 。

2 

12 

M 1 53.67 I 17.8 / "0.01 1 1. 8 1 "35.75 / "0.15 1 3.67 

S.D/ 20.41 I 1お/ 1叩 I 0.02 / 0.9 I 26.83 / .0.25 I 3叫

2 / .. 0 1 1 

24 I <ulI I 2 

4 

E 

一 l'U:'lO I 0.11 31 。
/ 

.-- _ ‘ ・ 一 . "---_. 一'
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44 1 • 0.27 1ρ 
12 

0.24 1 ，， 4.17 1 .15.83 1附 1' 2 1 48.17 1 : 0.15 1 2.67 
IS.DI 73.781 0.311...2.411，16幻 1.，0.11'.1.91 1 '62.451，.0.251 2.49) 

。
ぉ| 6 

: 131 :: 0 1 d' 3 r" 4 1ιoiィ 1
一.._.

il メ

← ':"";37 1 :". 0 1 .:;.;. 2 1 ;' .:37 1 ;.0.03 1 " 
‘ ・Pー晶

E 
ぐ d

《

11L75locolu J1|iolvfo|→': 0 
一一ーーザ砕晶、‘・
可:;: 咽も・，も 、，EL.rrJ . 
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 第 B表 (:i

男児、

P 

限位l'番 一種ー金 一l瓦数|内容

1 1サザエさん d 、 〆 111 1船
涼11吋/

川古;伊|frU一三W AY J r ; | 7 |pv f 
」ト?1子、、 I" 

J6JJo 5、ラう1 え-℃ Y IZ九 λ 

5 1丹トヌ物語ι" 、I54J叶
5 1一体吉ん勺れ に 16 r〆

818時だよ全員集合 1 '5 1 、
8 1 日本昔話 1 5 ;!Y{:; 
10 1 ャ γ ターマy 1 41 0 

女児~J ib 〆

順位|::: 番 i 位、J 名 |人数|内答

1 トサボ与さん 1 民 119 1 
2 1ベトヌ物語 l' 17 1 

3， 1で体さん . • 1 11 1 
日 4，1円キャンディ=f"':'(ディ 110 1 

5， 1同時 昔 話 Ic.! 1 

518時だよ全員集合 k_'7 1 
7' 1 ;<.，f-ーヅケγチげ l' 5 1 

7 I ~:{Jポンパ γ 〆う 1 5 1 

{9 14ヂディアンジエ 1 4 1ニ仁|
9 1 がんばれレッドピ γ キーズ ~I 

全体

順位| 番 組 名 |人数|内容

iJ 1 ザザエさん 1 30 1 
"2' 1刈ーヌ物語 l' 23 1心!y¥

3 1 l!-'fti.さん 117 1 
4 1 ピンポンパ γ 112 1 
4 1 日本昔話 1 12 1 

-75ー



日本総合愛育研究所紀要 第14集

4. 1 8時だよ全員集合

8 1 キャンディキャ Yディ

9 1 スーパーヵークイズ

9 1 ライディー γ

〈註 O印は攻駆性場面を含むもの〉

V 分析

1 12 1 
111 1 
1 10 1 
1 7 1 
I 7 1 0 

シf)視点1. 2， 3をみる為突験計画における 3つの条

件について.c実験1I)及び.c突験工から実験Eへの

《強度率>

1 s s 1 df 1脆 lt
級問 1. 0.061 1 1 
級内 1 0.201.34 1 0∞ 
全体|

<種類>

|ss 05U11Ll| Ms|Fo 

級内| 220.171 ;34 1 
全体 l' 240.221.. 1 i 

変化〕の双方についてF検定を用いて分析Lた。 全体

(1) r条件lJの，是デル刺激としてのVTRの映像の内

容が，攻耳障性を含むものか，含まないものかによって，

差ができるかどうかをみる為，攻撃性を含むグループ <反応数>

〈九 B.c. .D)と，含まないグループ (E. F)を

2グループとして検定した。

i 第7表 E突験1I)
〈測度〉 男児

Issldf!Msl九

<反応数>級間| 叫 11 1叫 0.78
級内|坊間'15134 11722. 671 
全体 159922.751 

1. s S_ 1 df 1 Ms 1 Fo 
<強度率>級問| 0.181 1 1 

級内| 2ω1 34 1 0吋

<強度率>

<種類>

1 s s 1 df 1 Ms 1 Fo 
12. 831_1_ 1 12. 831__o.<ll 

級内U1131.781___'7<lい301.881
全体|山4.611

1 s s 1 df 1 Ms 1 Fo 
0.161 1 1 

級内|

全体|

4csil70 1 0叫

lssー7は11J|Ms|F。

級間 1. 50.171 1 1 50.1717.2** 
互全主体1| 48774 70 | 6・8 

537.941 1 1 
全体|

第 8褒 E実験Eから突験Eへの変化〕

1 s s I df 1 Ms 1 
Fご種類> 級陪| 19.021 i 1 19.021 3.00 

級内|出29134 1 
全体| 肌 311

シド女児

.1 1 s s 1 df 1 Ms 1 Fo 
<反応数>級問 問仏3511 11750.351 2.971 

i級内 20041.29134 1 589.441 1 
i全体 2179l.64[ . 1 1.' 1 

く反応数>

<強度率>

-76 -

男児

s . 1 df 1 Ms 1 Fo 
級間| 側竺04Li34」1棚 5510.46
級内|

全体 15慨 551

1 SS.l.dfl，Mslれ

日 | 仲 昨
級内 1 66.2~ 34 
全体 166，311 



く種類ラ

く反応数>

<強度率>1
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<強度率>
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'. ~: _i_-， :，，:， 

網野他・〈直接品間接〉学習による幼児の行動の相違に関する研究

df Ms 1九

級間| 1.68 1 
級内 1i 274.961 34 1 __s. 091 
全体| 抗 64 、¥

女児

" 881 df I.MS 1凡

l;級司間 120・0611，1:20.0610.03

…!と戸
全体|附6.301• 1... 1 

1 .88 .1 dflMS 1九

〉級関| 00611104P 
級内16641-鈍 F| 
全体166: 311----r-: -1 

1 S5 1 dLI Ms 1九

級問| i.641|1“1 0お

級内r---:J.551.3土1_4.561 
全体r156:641. 1 
主体

1 8 8 .'.1 df '1 MsJ~ 
級関| 0.091 .1 1 O. ()91 0 
級内|冗悦891，70I附 201
全体174加 981 1 

1881 dtl MSIEo 1 
》級岡| 0.021 1 1.... 0.021 0.031 
級内| 4. ?91 70 1 
今体1. ~911- 1-...-.1 

|ss|df|Ms|Fo 
級岡| 3.671 1 '1 

一級内| 制 98170 1 
全体|

{幻 'r条件号」の;VTR中のそデルが行なう攻撃的行動

に対じ7(，賞賛されるか，されないか，すなわち正の代

理的強化の有無によってJ差がでるかどうかをみる為，
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<種類〉

1 88 1 4f 1 Ms 1九

〉縁関 129吋 11 2捌 511. 77 
級ー内+56腕 25134イ附241
全体15鈎22:751--.1 

1 S8 Idf~1 加 1 Fo 
〉叡閥rO.OSI-C i 1 0.031 0.33 
級内r3:141 34' 1 0.~91' 
全体| 3.171 .. l' -J 

|更S|df|Ms|Fo-|
級防1 0吋1.1 0:051 0:0 
級内|訓26134.1 ，. 6ω| 
全体| 4.311 . -1 

く反応数〉

<強度率>

ち!ι~. ， !女児i

-，. 
《 1 8 8 1 df 1 MsJ )~~ 

級間|捌〉

級内

企体l_z問6f-1
8 1 dfJMs J Fo 

級閥 。ω110.091~ 
級内 。司 341~ 吋

().261 ... .1 

S8 df Ms I Fo 
級閥 56.88 1 56.88||10.5料5 
級内| 間 34134 
全体|

<反応数〉

"イ、

<強度率>

〈種類>

全体

1 8S 1--;;f1Ms|臥

級間| 山 1 1 叩 W'?I
級内|山2670，1 130fos 
全体191凶 611. '1、 | 

ど反応数>
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<種類>

¥ 55 ¥ df ¥ M s  ¥九
級間| 0.04¥ L ¥ 0.04¥ 0.6 

級内| 4.631初I:o附|

|全体 1

L_s_s~ I.MS 1 Fo 

級間 1 35.001 1 ¥ . 35仲 811
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級閥| 5>01¥ 1 ¥ 
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<反応数〉
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，級問| 024110231018 

級 内 | 叫 08¥ 34 ¥ 

全体|

く反応数>1

く強度率〉

く種類>

¥ 55 ¥ df ¥ Ms ¥ F。
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<種類>

51dflMsIF。
Q.69L 1 1 

18.63170 1 

全体 119.32 

55 df ¥ Ms 1 Fo 

級悶 2.51 

級内 435.14 

全体| 437.65 

<強度寧>

(3) r条件 3Jの被験者自身の攻撃的行動に対して，賞

賛されるか，されないか，すなわち正の直接強化の有無

によって，差ができるかどうかをみる為，直接強化有り

のグループ(A. c. E)と無しのグルーヅ(B. D. F) 

を2グループとして検定した。

第11表 E実験耳〕

〈測度〉 男児

¥ S 5 ¥ df l Ms ¥ 九ローー2
級問¥ 383.36¥ 1 ¥ 383.36 

級内¥ 59側 391 34 附 10

|全体¥ 59抑 75¥

¥ 5 s' ¥ df ¥ Ms 1 Fo 

級問| 0.08¥ 1 I 

級内| 3.091 3ι| 

全体|

<反応数>

<強度率>
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<強度率>

ss j_<lf_I_MS  j.. F， 

級間| 0，011 1 I 
級内|

全体|

ss I df I Ms I F; 

<種綴>
級間 1.68 1 同 |ω
級内 435.97 70 

全体|

ロ〉視点4をみる為. (実験Iから突験Eのへ変化〕に

ついて，平均値をもって各グループ (A，B. C， D. 

E. F)聞の差を，性差別及び測度別にみると第1図の

通りである。(なお第5表を参照の事〉

VI 考~察

まず，最初に考えなければならない事は，学習による

行動変容を，どういう方法で測定するかという事であ

る。今までの多〈の研究は，種々の実験操作をした後の

行動量を測定して，条件整を問題にしている。これに対

して，我々は.，まずI突験1)で攻撃性のオベヲ γト水

準を測定し，そして実験操作を通じて〔実験1I)で攻撃

性を測定じ.'(実験Iと実験Eへの変化〕を，行動変容

量と考えたのである。すなわち，ここでは〔実験1I)の

結果が，方法論として今までの研究に対応するものであ

り. (実験Iから実験宜への変化〕を行動変容量と考え

る方法は，直接的に対応して比較，検討する事は出来な

い。そこで，まず【実験1I)の結果から， 4つの各視点に

ついて考えτいきたい。 r視点 1Jの代理的強化と直接

強化の効果の差については，第9表および第11表からわ

かる様に，代理的強化に関しては，女児において，く反

応数><強度率>タご種類>とも有意に効果を上げてる。

全体でみ!るモ.<祖類>だけが，有意な効果を上げてい

る。文直接強化においては，女児のく強度率>において

有意な効果をあげているのみである。以上の事を考える

と，特に女児において代理的強化が直接強化より効果が

あったといえる。しかし男児には，いずれの方法Kおい

ても差はなかった。

「視点2:jiり攻撃性を内容としたVTRを観察するこ

との効果については，第7表でわかる様に， 女児での

<強度率>.全体での<種類>に有意な差がみられる。

女児においては，観察により攻撃の強さが高まり，文全

体ではVTRをみる事で<攻撃性>にかかわる行動の種

類を模倣した為に<種類>の数が増加したのであろう。

攻聖書数に関して差がみられない事は，攻態行動の変化に

関しては，何らかの強化要因が必要な為だと考えられ

る。

「視点3Jの男女差によって効果のちがいはないのだ

ろうかという事に関しては. r視点J1と重復するが，

女児が測定のすべてに関して，行動変容の可能性が高

< • J. C. Master等の報告，並びに前回の我々の報告

〈紀要第13集〉と同じ様に，条件差によって変化しやす

い事が明らかになったと考える。一方男児は，すべての

<祖l度>において，】量こそ多いが，学習による攻撃的行

動変容は女児より起こしに〈く，学習の条件差はほとん

ど出ていない。

次に【実験工から突験Eへの変化〕からみていく。分

析の所で述べた様に.女児にその変化はみられはしたが，

どの条件差においても有意な差は見いだせなかった。又

〔実験Iから実験Eへの変化〕を，今回は，く反応数>

と<種類〉においては差，く強度率>においては比でみ

たのだが，この方法も含めて個人差の大きさが，グルー

プ向の差を生じさせなかった点も考えられ，問題を残し

ている。ただ実験の攻撃性のオベラ γ ト水準を測定1.-.

〔実験1I)との比較から行動変容をみようとする方法

は，必要不可欠なものであり，今後，以上の問題点を考

慮しながち，方法のよで精度を高める必要を感じる。

「視点4JのVTRの内容，代理的強化，直接強化の

3要素をもったものが，行動変容を起こしやすいだろう

か，については，第 l図が示す様に，各グループごとに

変化量の平均を出し比較した。それによると，男児にお

いては 3要素とも含まれるAYループはかえって，す

べてのく測度>においで，他のグループより少なく，と

りわけ《反応数>及びく種類>においては; (実験1I)

で減少すらみられた。女児においては.Aグループがす

べてのく測度>において他のグループより多いという結

果であった。この結果は，男女によって金〈逆な効果が

ある事を示すもので非常に興味深い。なお視点3とも関

連させて考えると，女児の方は，攻撃性に関して，行動

変容の可能性が商いことを示すが，一方男児は，直接

的，能動的.身体的な攻撃的行動それ自体が，生活の上

で接する機会が多かったり，女児よりも禁止されること

が少ないなどの為，新奇性に欠けたものになった。それ

で〔実験1) (オベラント水準〉後，それ程時聞の隔た

りのない【突験1I)の場面では，飽和乃至実験場面にお

ける制止がより働いたのではないかと考えられる。

-80ー



〔実験Iから実験Eへの変化〕の性差別・担l度別各グループ比較'(平均値〉

全体

第 1図
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VII ま と め
えられる。

攻撃性に関して，異なった実験条件による行動変容の

S 攻豊臣性に関する学習の効果は，女児の方が，男児よ

り大きししかも女児は男児より実験条件のちがいに

相違をみたところ，次の様な事が明らかになった。 よる学習の差も大きい。

1. '!J:児においては.代理的強化が直接強化より効果が 4. 行動変容を起こさせる要素の多いものを突験条例で

あった。しかし男児において差はみられなかった。 受けた女児は，実際，他の条件の者より行動変容を起

2. 攻撃的行動をするそデルを観察する事は，観察者の こしたが;同じ条件の男児は全く逆の結果がみられ，

攻耳障の<種類>に関しては効果があるが.<反応数> 一 ζれらの要紫がかえって行動を制止する方向で働いた

に関してはみられなかった。以上のことからく反応 様である。

数>に関しては，何らかの強化要因が必要であると考
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